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クロアチア月報（2021 年 4 月） 
在クロアチア日本国大使館 

～主な動き～ 

【内政】 

●地方選挙の日程が公示され、５／16（日）（首長選挙の決選投票は５／30（日））に実施へ。（４／14） 

●第二次世界大戦中のヤセノバツ強制収容者の犠牲者を追悼するため、大統領、首相、議会議長、被害者団

体、外交団等が、記念碑に献花。（４／22） 

【外政】 

●外務欧州相がボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）を訪問。ＢＨへのコロナウイルス・ワクチンの供与、クロアチアが３月

にＥＵ外務理事会に示したＢＨに関するノン・ペーパーにつき議論。（４／14-15） 

●クロアチア・スロベニア・伊３か国外相会談（於：スロベニア）で「アドリア海北部における３か国協力に関する共同

宣言」に署名。（４／21） 

＜日・クロアチア関係＞ 

●東京オリンピック開幕 100 日前の記念イベントが、クロアチア・オリンピック委員会主催により行われた。（４／12） 

【経済】 

●ＩＭＦは 2021 年の GDP 成長率を 4.7％に下方修正（４／6）、クロアチア国立銀行は 5.9％に上方修正。（４／13） 

●統計局は 2020 年の財政赤字を HRK2.75 億（€3642 万）、GDP 比 7.4%、政府債務残高を HRK32.97 億（€4.36

億）、GDP 比 88.7%と発表（４／22）。 

●政府は、総額約 HRK487 億（約€64.7 億）に上る復興・強靱化計画を欧州委員会に送付。（４／29） 

 

 

【内政】 

４／４ 家庭内暴力を受けた２歳半の女児が死亡、再

発防止策が議論される 

３月末に家庭内暴力を受けザグレブ市内の病院に

搬送された２歳半の女児が４日に死亡し、翌日母親が

逮捕された。再発防止措置を求める声が高まり、アラド

ビッチ労働・年金制度・家族・社会政策相は、４／６に社

会福祉政策の改善に向けた計画策定や里親制度改

正を行うと発表。４／21 には社会福祉士等による抗議

デモも実施され、４／26 に政府は社会福祉士制度の

改革を行うと発表。 

 

４／７ 国際人権ＮＧＯ：不法移民への暴力を報告、ジ

ェンダーに基づく暴行との闘いには改善 

Amnesty International は、2020 年報告で、国境を

越える不法移民に対する暴力が引き続き見られると

報告。他方、ジェンダーに基づく暴行との闘いの改善や

同性カップルの養子縁組に関する判決を評価。クロア

チア内務省は、国境警察による不法移民に対する暴

力の主張を否定している。 

 

４／９ 地方選挙法改正案が可決 

 クロアチア議会は、禁固刑有罪判決を受けた者が首

長選挙への立候補を妨げる等を含む地方選挙法改

正案を可決した。これにより家庭内暴力で有罪判決を

受けたポジェガ・スラボニア県知事等の複数の現職首

長が５月の地方選挙に立候補できなくなった。 

 

４／13 大統領が退役軍人等と面会 

 ミラノビッチ大統領は、「祖国戦争」で戦った退役軍

人協会の代表者等と面会し、戦争での行方不明者問

題、戦時中の収容所に収容されていたクロアチア人に

よるセルビアに対する訴訟、「祖国戦争」関連記念日の

記念・追悼の方法について議論した。 
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４／13 セルビア民族評議会（SNV）が報告書を発表 

 SNV が年次報告書を発表。セルビア系少数民族を

標的としたヘイト・スピーチや暴力の件数の増加を警告

するとともに、これら事案への国家機関の対応が遅い

または不十分であることへの懸念を表明。 

 

４／14 地方選挙日程が公示される 

 政府は、地方選挙を５／16（日）に実施（首長選挙に

おいて投票数の過半数を得た者がいない場合の決選

投票は５／30（日））することを決定した。 

 

４／22 ヤセノバツ強制収容所犠牲者追悼行事 

 第二次世界大戦中、当時の親ナチス政権により設

けられたヤセノバツ強制収容者の犠牲者を追悼するた

め、大統領、首相、議会議長、被害者団体、外交団等

が、同収容所跡を訪れ、記念碑に献花を行った。嘉治

大使も参加し献花した。感染症対策のため、関係者が

一同に会する式典は行われなかった。 

 

４／20 メディアの自由度でクロアチアは 56 位 

国境なき記者団(RSF)が報道自由度ランキングを発

表。クロアチアは 180 か国中 56 位で、昨年より 3 位前

進。また、汚職、組織犯罪、戦争犯罪を追う記者がしば

しばハラスメントの対象になっていると指摘。 

 

４／28 野党、保健相の不信任決議提出を決定 

野党は、公立病院における医薬品不足、コロナ・ワク

チン登録制度の機能不全、公共調達で知人を優遇し

た疑惑等を受け、５／４にベロシュ保健相の不信任決

議を提出することを決定。 

 

 

【外政】 

４／１ 北マケドニア副首相のクロアチア来訪 

ディミトロフ北マケドニア欧州担当副首相が、クロアチ

アを訪問し、プレンコビッチ首相及びグルリッチ＝ラドマ

ン外務欧州相と会談。プレンコビッチ首相は、クロアチア

が、北マケドニアのＥＵへの道及び改革の実施を強く支

持しており、必要な専門的支援を提供する用意がある

と強調した。 

 

４／１ ＮＡＴＯ加盟１２周年を迎える 

 バノジッチ国防相は、ＮＡＴＯ加盟 12 周年に際しメッ

セージを発出し、クロアチアは信頼できる同盟国且つパ

ートナーであることを示してきたとし、ＮＡＴＯの意思決

定や平和維持活動に積極的に参加・貢献してきた点

を強調した。 

 

４／14－４／15 外相がＢＨを訪問 

 ４／14－４／15 グルリッチ＝ラドマン外務欧州相がボ

スニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）を実務訪問し、トゥルコビッ

チＢＨ外相と会談した他、４／15 には、テゲルティヤ閣僚

評議会議長（ＢＨ首相）、イゼトベゴビッチＢＨ議会上院

議長、チョービッチＢＨ議会上院副議長とそれぞれ会

談した。外相会談では、クロアチアによるＢＨへのコロナ

ウイルス・ワクチンの供与、クロアチアが３月にＥＵ外務理

事会に提示したＢＨに関するノン・ペーパーにつき議論

がなされ、グルリッチ＝ラドマン外務欧州相は、３構成

民族と全ての市民による国家としてのＢＨの一体性

への支持や、ＢＨのＥＵ・ＮＡＴＯ加盟への道に対する

強い支持を表明。なお、訪問直前に、スロベニアがＢＨ

の国境変更について示唆する「ノン・ペーパー」をＥＵに

提示したとの報道があり注目されていたが、両外相は

スロベニアの「ノン・ペーパー」の存在を否定する発言

を行った。 

 

４／19 外相がＥＵ外務理事会ビデオ会合に参加 

 グルリッチ＝ラドマン外務・欧州相は、ビデオ会議形

式で行われたＥＵ外務理事会に参加、主にエチオピア

及びウクライナ情勢等について議論が行われた。 

 

4／20 ＥＵ総務理事会に外務欧州省副大臣が出席 

 メテルコ＝ズゴンビッチ外務欧州省副大臣が、ビデ

オ会議形式のＥＵ総務理事会に参加、ＥＵのワクチン生

産能力の強化への支持を表明した他、クロアチアは、デ

ジタルグリーン証明書（COVID-19 パスポート）導入に向

け技術的問題の解決に取り組んでいると述べた。 

 

４／21 クロアチア・スロベニア・伊３か国外相会談 

グルリッチ・ラドマン外務欧州相、ロガル・スロベニア外

相及びディ・マイオ伊外相は、スロベニアで３か国外相

会談を行い、「アドリア海北部における３か国協力に関
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する共同宣言」に署名。グルリッチ・ラドマン外務欧州相

によれば、共同宣言は、輸送、海洋経済及び環境保護

の分野での協力を約束するもので、アドリア海のバイオ

ゾーンを定義且つ保護し、アドリア海保護のための共同

取組にも言及している。 

 

４／20 駐セルビア・クロアチア大使公邸から国旗がな

くなる 

 ベオグラードの駐セルビア・クロアチア大使公邸からク

ロアチア国旗が何者かにより外される事件が発生。23

日グルリッチ＝ラドマン外務欧州相は、このような事件

は、憎しみ、敵意や不寛容の雰囲気を煽るものだとして、

これを非難した。 

 

４／23 首相がヨハンソン欧州委員と会談 

 ヨハンソン欧州委員（内務担当）がクロアチアを訪問、

プレンコビッチ首相と、移民問題及びクロアチアのシェン

ゲン圏加盟につき議論を行った。 

 

４／28 外相がセルビアのスボティッツァを訪問 

 グルリッチ＝ラドマン外務欧州相は、セルビアのスボ

ティッツァ市（クロアチア系住民が多く居住）を訪れ、「クロ

アチア・ハウス」の起工式に参加した他、セルビアにおけ

るクロアチア民族評議会の代表者と会談した。 

 

４/30 伊外相の来訪 

ディ・マイオ伊外相は、2020 年 12 月の中部地震の被

災地であるペトリニャ市を訪問、伊政府が寄贈した 50

家庭が居住可能な住宅ユニット２つの引渡式に出席し

た。 

 

４/30 サンマリノ外相初来訪 

 ベッカーリ・サンマリノ外務・国際経済協力・通信長官

が、サンマリノ外相として初めてクロアチアを訪問。グル

リッチ＝ラドマン外務欧州相と会談を行った。 

 

＜日・クロアチア関係＞ 

４／12 東京オリンピック 100 日前イベントの開催 

 東京オリンピック開幕 100 日前を記念するイベント

が、クロアチア・オリンピック委員会（ＨＯＯ）主催により行

われ、嘉治大使が、チョラクＨＯＯ副会長、クロアチア代

表選手等とともに参加。公式ユニフォームが披露され、

大会の成功と選手の活躍を祈りランタンが飛ばされ

た。 

 

【経済】 

４／１ 首相が復興・強靱化計画案の概要を発表 

 プレンコビッチ首相は、ＥＵ復興基金の支給に先立ち

欧州委員会に提出する「復興・強靱化計画案」の概要

を発表した。同計画案では HRK491 億相当のプロジェク

トが盛り込まれており、①経済、②行政、司法及び国家

資産、③教育、科学及び研究、④労働市場と社会福祉、

⑤医療、⑥復興の分野から構成されている。 

 その後、４月中旬に、議会で本計画が議論されたが、

議員や労使関係者、国民等に対し概要版しか配布・公

表されなかったことに対し、野党が批判。民間案件で

強調されているの２件（シサク市のバイオ燃料精製所

建設、ザグレブ市の公共交通システムの近代化）のみ

であることから、クロアチア雇用者協会（ＨＵＰ）は、民間

軽視と批判。 

 

４／６ ＩＭＦがＧＤＰ成長率予想を下方修正 

 ＩＭＦは、2021 年の GDP 成長率を 6％から 4.7％に下

方修正した。2022 年にはコロナ禍以前のレベルまで回

復するとの見通しを示している。 

 

４／12 年金生活者にコロナ補助金支給へ 

 プレンコビッチ首相は、年金生活者約 85 万人に対し、

コロナ禍による影響の緩和のため、４月末または５月初

頭に補助金を支給すると発表。年金受給額に応じ、

HRK400～HRK1200 の補助金（１回限り）が支給される予

定。 

 

４／13 外国人投資家協会が投資白書を公表 

 クロアチア外国人投資家協会が、投資白書

「Competitiveness has no alternative」を公表。

（ficc.hr/en/white-book/で入手可能） 

 

４／13 クロアチア国立銀行が経済成長率を上方修正 

 クロアチア国立銀行（ＨＮＢ）は、2021 年の経済成長率

を、内需回復が進んでいることを理由に、昨年 12 月の

4.9％から、5.9％に修正した。 
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４／20 鉄道路線の近代化案件に 15 社が応札 

クロアチア鉄道インフラストラクチャー公社がクロアチ

ア・レスコバツ－カルロバツ間の鉄道路線改修及び第２

路線建設（リエカ市からザグレブを経由してハンガリー

を結ぶ鉄道路線事業の１つ）の入札に対し、15 件の応

札があったと公表。中鉄二院工程集団有限責任公司

（CREEC）を中心とする中国企業のコンソーシアムの応

札額 HRK12 億 8500 万（約€1 億 7000 万）が最低額。同

公社は、２か月以内の落札者選定の可能性に言及し

つつも、不服申立の可能性もあり、着工時期を予想す

ることは困難としている。 

 

４／22 2020 年の財政赤字・政府債務額が発表 

 統計局の報告によれば、2020 年の財政赤字は

HRK2.75 億（€3642 万）GDP 比 7.4%、政府債務残高は、

HRK32.97 億（€4.36 億）GDP比 88.7%。財政赤字の増加

（2017～2019 年は黒字）は、コロナウイルスによる国家経

済への影響及び政府による支援策の実施によるもの。

なお、EU 加盟国平均は財政赤字の GDP 比 6.9%、政府

債務残高の GDP比が 90.7%。 

 

4／26 首相、雇用維持措置の継続を発表 

 プレンコビッチ首相は、政府が、コロナ禍を受けた起

業支援のため、短時間労働を行う被雇用者 1 人あたり

月額 HRK4000 の補助等を含む雇用維持措置を５月も

継続すると発表した。 

 

４／27 首相がペリェシャツ橋を視察 

プレンコビッチ首相は、ブトコビッチ海事・運輸・インフラ

相と共に、ペリェシャツ橋の建設現場を訪れ、同橋の既

に完成している 300 メートルの部分を歩いて視察した。

海事・運輸・インフラ相によれば、同橋・接続道路は2022

年６月に開通予定。 

 

 

4／29 復興・強靱化計画を欧州委員会に送付 

 総額約 HRK487 億（約€64.7 億）、77 の改革と 152 の

投資プロジェクトが含まれ、６分野から構成される。マリッ

チ財務相は、同計画の実行により、実質ＧＤＰ成長率は、

2021 年 5.2％、2022 年 6.6％、2023 年 4.1％、2024 年は

3.4％、2025 年 2.7％が期待されると発言。 

（分野毎の割当て額等） 

① 経済 HRK262 億（€34.8 億） 54% 
経済のグリーン化・デジタル化の促進、エネルギー転換、水及

び廃棄物管理の改善、持続可能で効率的な輸送システム、

天然資源の利用促進、食品サプライチェーンの強化、革新

的・持続可能な観光業の開発等 
② 行政、司法、国家資産 HRK44 億（€5.8 億）） 9％ 
行政、司法及び国家資産管理の効率化並びに腐敗との闘

いの強化等 
③ 教育、科学、研究 HRK75 億（€10 億） 15% 
教育制度の改革、研究・イノベーション能力の向上等 

④ 労働市場、社会福祉 HRK21 億（€2.8 億） 4% 
グリーン化やデジタル化に対応した労働市場開発、年金制

度の改善、介護施設の改善等）、 
⑤ 医療 HRK26 億（€3.4 億） 5% 
がん治療のための機器の調達、救急病院の入院や日帰り手

術のための施設整備等 
⑥ 復興 HRK60 億（€7.9 億） 12% 
エネルギー効率の向上や耐震構造の強化を含む震災から

の復興等 

 

【新型コロナ】 

４／７ 首相はＥＭＡのアストラ・ゼネカ社製ワクチンに

関する評価を尊重すると発言 

プレンコビッチ首相は、クロアチアは欧州医薬品庁（Ｅ

ＭＡ）による、アストラ・ゼネカ社製コロナウイルス・ワクチン

接種のメリットが、リスクよりも大きいとする評価を尊重

するとし、同社製ワクチンの使用継続を確認した。 

 

４／８ COVID-19 パスポート（デジタルグリーン証明書）

導入のためのタスクフォース立ち上げ 

 ４／８、政府は、ＥＵのデジタルグリーン証明書の導入

に向けた技術面に取り組むタスクフォース立ち上げた。

４／12、プレンコビッチ首相は、同証明書導入手続を夏

までに終え、また、６月末までに人口の半数のコロナ・ワ

クチン接種を達成することができるだろうと発言した。 

 

４／14 J＆J 社製ワクチンが到着 

クロアチア公衆衛生局は、ジョンソン＆ジョンソン社製

ワクチン 7150 回分がクロアチアに到着したが、同ワクチ

ンの配布は当面行わないとした。 

 

４／15 国内措置が延長される 

市民保護本部の決定により、集会・行事や店舗等

の営業等の制限に係る措置、クロアチア国境の通過

を一時的に禁止・制限する措置等の国内措置が４

／30 まで延長された。 
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４／20 ＥＭＡによるＪ＆Ｊ社製ワクチン評価 

ツァパック公衆衛生局長は、欧州医薬品庁（ＥＭＡ）

がジョンソン＆ジョンソン社製ワクチンの安全性に関す

る意見を発表しことを受け、ＥＭＡから必要な書類が接

到次第同社製ワクチンの接種を開始する旨述べた。 

 

４／30 国内措置の延長、国境措置の変更 

 市民保護本部決定により、集会・行事や店舗等の

営業に関する措置が５／15 まで延長され、国境の

通過を一時的に禁止・制限する措置が一部修正の

上５／15 まで延長された（修正点は、抗原検査の陰

性証明を提出して 10 日以上滞在する場合の再検

査の実施が不要となった点等）。また、入国者に対し

より厳しい入国後措置が課される、特別な疫学的措

置が必要な国・地域のリストに、インドが追加された。 

 

 

【政党支持率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クロアチア経済指標】 

 

 

 

HDZ：クロアチア民主同盟（与党）（中道右派）、SDP：社会民主党（野党）

（中道左派）、MOŽEMO!：我々ならできる！（野党）（中道左派）、

MOST：独立議員リスト（野党）（右派）、DP：祖国運動（野党）（右派） 
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信用格付け（Credit rating of the Republic of Croatia）

Date Rating Outlook Date Rating Outlook Date Rating Outlook

2019.4.2 BBB- Stable 2020.11.13 Ba1 Stable 2019.3.25 BBB- Stable

2019.6.10 BBB- Positive 2019.4.29 Ba2 Positive 2018.9.24 BB+ Positive

2018.7.9 BB+ Positive 2017.3.13 Ba2 Stable 2018.3.26 BB+ Stable

2018.1.15 BB+ Stable 2016.3.14 Ba2 Negative 2017.9.25 BB Positive

2017.1.30 BB Stable 2014.3.24 Ba1 Negative 2016.12.19 BB Stable

2015.8.3 BB Negative 2013.2.1 Ba1 Stable 2015.7.20 BB Negative

2014.8.11 BB Stable 2012.5.31 Baa3 Negative 2014.1.24 BB Stable

2014.2.14 BB+ Negative 2008.11.19 Baa3 Stable 2013.8.2 BB+ Negative

2013.9.20 BB+ Stable 2007.7.18 Baa3 Positive 2012.12.14 BB+ Stable

2012.11.29 BBB− Negative 2002.1.14 Baa3 Stable 2010.12.21 BBB− Negative

（備考）クロアチア国立銀行。 Long Term Issuer Rating for Foreign Currency.

Fitch Ratings Moody's Standard & Poor's


